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本
誌
名
『
歴
史
は
語
る
』
に
誘
発

さ
れ
、「
歴
史
年
表
に
『
も
し
も
』

は
な
い
」
の
常
識
を
外
れ
て
、
し
ば

し
「
歴
史
的
Ｉ
Ｆ
」
を
設
定
し
て
み

た
、「
も
し
も
１
９
４
９
年
以
降
、

中
国
が
共
産
党
支
配
に
移
行
し
て
い

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
戦
後
再
出
発
し

た
ば
か
り
の
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
に
与(

く
み)

し
て
、新
た
に
ル
ー

テ
ル
諸
派
伝
道
団
体
が
中
国
よ
り
転

進
、
わ
が
国
で
の
宣
教
恊
働
へ
と
結

集
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
」と
。事
実
は
、宣
教
上
重
要
な「
文

書
伝
道
」
を
い
ち
早
く
軌
道
に
乗
せ

た
「
全
ル
ー
テ
ル
自
由
協
議
会
」
が

発
足
（
１
９
５
０
年
）、難
な
く
「
伝

道
地
域
協
定
」
を
経
て
組
織
合
同
へ

の
機
運
さ
え
高
ま
る
に
及
ん
だ
。

　
折
し
も
そ
の
前
後
（
１
９
４
８

年
）、
鷺
宮
に
再
開
の
決
ま
っ
た
神

学
校
を
志
願
し
て
戦
後
第
一
陣
の
入

学
生
（
７
名
）
に
加
わ
っ
た
私
は
、

早
速
ア
ル
バ
イ
ト
の
一
つ
に
、
構
内

の
奥
ま
っ
た
宣
教
師
館
に
単
身
居
住

の
Ａ
・
Ｊ
・
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
宣
教
師

の
「
走
り
使
い
」
を
始
め
た
。
40
年

も
先
立
つ
熊
本
時
代
自
宅
を
「
路
帖

神
学
校
」
開
校
の
相
談
の
場
に
提
供

さ
れ
た
先
生
が
、
今
度
は
（
１
９
５

０
年
）
戦
後
の
ル
ー
テ
ル
諸
派
の
伝

道
協
力
を
目
ざ
し
て
、
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
と
七
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
団
体
の
代
表
（
記
録
で
は
23
名
）

を
招
い
て
懇
談
会
を
開
か
れ
た
際
、

そ
の
準
備
の
手
伝
い
に
駆
け
回
っ
た

こ
と
を
想
い
起
こ
す
。

　
つ
い
で
、
そ
の
秋
「
ル
ー
テ
ル
文

書
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
迅
速
10
月

に
は
月
刊
『
福
音
新
聞
』
の
発
刊
と

な
り
、
そ
の
製
作
発
送
に
関
わ
っ
た

青
山
四
郎
先
生
の
手
伝
い
を
務
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
整
っ
た
原
稿
を
印

刷
所
に
届
け
、
時
に
は
紙
面
割
り
付

け
ま
で
手
伝
わ
さ
れ
、
刷
り
上
が
っ

て
き
た
６
０
０
０
部
も
の
月
刊
紙
の

発
送
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
は
い
え
大

仕
事
。
で
も
ル
ー
テ
ル
諸
教
会
、
キ

リ
ス
ト
教
関
係
諸
団
体
や
宣
教
師
、

と
り
わ
け
日
本
福
音
の
36
余
の
教
会

へ
の
宛
書
き
で
、
所
在
地
や
牧
師
、

宣
教
師
名
を
暗
記
す
る
ま
で
に
な
っ

た
の
は
ボ
ー
ナ
ス
。

　
加
え
て
「
全
ル
ー
テ
ル
自
由
協
議

会
」
理
事
会
開
催
時
に
届
け
物
や
連

絡
の
役
目
も
仰
せ
つ
か
り
、
一
度
は

昼
食
に
招
か
れ
る
と
い
う
特
典
に
も

与
っ
た
し
だ
い
。
岸
千
年
、
青
山
四

郎
先
生
に
並
ん
で
、Ｏ
・
ハ
ン
セ
ン

（
理
事
長
）、Ｗ
・
Ｊ
・
ダ
ン
カ
ー
（
副

理
事
長
）、Ｗ
・
エ
ル
ソ
ン
（
書
記
）、

Ｄ
・
Ｌ
・
ヴ
ィ
ク
ナ
ー
（
会
計
）、Ｓ
・

ア
ス
ケ
、Ａ
・
ホ
ア
ー
ス
宣
教
師
方

と
の
知
遇
を
得
た
こ
と
を
追
憶
し
、

そ
の
後
長
年
に
亘
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
の
各
地
で
様
々
な
交

誼
を
結
ん
だ
奇
遇
を
、
私
は
、
深
い

感
謝
の
う
ち
に
覚
え
る
も
の
で
あ

る
。

　
実
は
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
）
ア
ウ

グ
ス
タ
ナ
・
ル
ー
テ
ル
教
会
派
遣
の

ヴ
ィ
ク
ナ
ー
師
と
は
、
す
で
に
（
１

９
５
０
年
）
ご
夫
妻
が
来
日
さ
れ
た

翌
朝
、Ｇ
・
オ
ル
ソ
ン
夫
婦
ほ
か
確

か
４
名
の
宣
教
師
の
方
々
を
連
れ

て
、
時
の
総
会
議
長
平
井
清
先
生
牧

す
る
都
南
教
会
の
主
日
礼
拝
に
出
席

さ
れ
た
折
、
た
ま
た
ま
通
訳
を
し
た

こ
と
で
懇
意
と
な
り
、
そ
の
午
後
に

は
、
田
園
調
布
で
の
家
探
し
に
同
道

も
し
て
い
た
。

　
そ
の
機
縁
で
翌
年
に
は
「
田
園
調

布
教
会
軽
井
沢
夏
期
聖
書
学
校
」
の

聖
書
研
究
指
導
兼
宿
泊
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
た
。
開
校
中
、ヴ
ィ

ク
ナ
ー
師
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
系
ア
メ
リ

カ
・
ル
ー
テ
ル
教
会
派
遣
の
オ
ラ
フ
・

ハ
ン
セ
ン
師
夫
妻
を
伴
っ
て
来
訪
さ

れ
た
折
、
兩
師
が
異
口
同
音
に
「
た

だ
一
筋
、
日
本
に
キ
リ
ス
ト
の
福
音

伝
道
を
！
」
と
情
熱
を
注
ぎ
、
と
り

わ
け
ハ
ン
セ
ン
師
が
「
ル
ー
テ
ル
で

は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
！
」

と
諭
さ
れ
た
の
に
は
全
く
驚
嘆
し

た
。

　
オ
ル
ソ
ン
師
夫
妻
と
は
、
そ
の
次

の
年
、
未
だ
荒
涼
と
し
た
広
島
市
街

で
、
ベ
ビ
ー
オ
ル
ガ
ン
を
リ
ヤ
カ
ー

で
運
び
出
し
て
の
「
夏
期
伝
道
」
を

敢
行
、
は
し
な
く
も
神
学
生
の
身
で

「
山
陽
部
会
」
の
出
立
に
関
わ
ら
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
福
音
と
東
海
福

音
、
兩
教
会
合
同
へ
の
私
の
関
与
と

い
え
ば
、
１
９
６
２
年
１
月
ア
メ
リ

カ
留
学
を
終
え
て
帰
国
、
東
京
学
生

セ
ン
タ
ー
総
主
事
と
市
ヶ
谷
教
会
牧

師
に
着
任
早
々
、
合
同
折
渉
の
総
括

期
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
委
員
の
方
々

（
既
述
の
諸
師
の
他
）、河
島
亀
三
郎
、

M
.

ソ
ー
レ
ン
ソ
ン
、
田
坂
淳
巳
、

坪
池
誠
、牛
丸
省
吾
郎
の
先
生
方
や
、

村
井
資
長
、
浜
田
光
行
、
林 

旦
、

川
西 

誠
の
方
々
か
ら
協
議
の
成
り

行
き
を
伺
う
だ
け
だ
っ
た
。
で
も
そ

の
夏
、
東
海
福
音
の
「
梅
が
島
キ
ャ

ン
プ
」
に
招
か
れ
、Ｏ
・
バ
ー
グ
師

や
通
訳
で
活
動
中
の
中
島
誠
兄
、（
後

教
会
合
同
と
宣
教
力
結
集

 

一
九
六
二
年
へ
向
け
て
「
ル
ー
テ
ル
教
会
の
か
た
ち
」
を
整
え
た

先
覚
者
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
順
朗
　（
定
年
牧
師
）

　
そ
し
て
、
そ
の
結
果
の
報
告
が
東

海
の
自
主
教
会
計
画
委
員
会
に
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。オ
ラ
フ
・
ハ
ン
セ

ン
先
生
が
そ
の
席
上
で
（
東
海
の
委

員
に
向
か
っ
て
）
発
言
し
ま
し
た
。

「
決
断
す
る
の
は
、
君
た
ち
だ
。残
っ

た
教
会
は
二
つ
だ
け
に
な
っ
た
。そ

れ
で
も
合
同
す
る
と
君
た
ち
が
決
断

す
る
の
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
君
た
ち
を
そ
の
道
で
支
援
す

る
。も
し
も
君
た
ち
が
合
同
し
な
い

と
決
断
す
る
の
な
ら
、
わ
れ
わ
れ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
君
た
ち
を
そ
の
道

で
支
援
す
る
。わ
れ
わ
れ
は
、
最
後
ま

で
君
た
ち
の
友
人
で
あ
り
つ
づ
け

る
」。

　
こ
の
発
言
は
、
私
に
は
忘
れ
ら
れ

な
い
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。後
に
私

は
Ｌ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
、

ア
ジ
ア
諸
教
会
の
教
会
建
設
に
か
か

わ
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。い
つ
で

も
、ど
こ
で
も
、か
か
わ
っ
て
い
た
の

が
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。私
の
い

わ
ば
永
遠
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　　土
着
の
教
会
は
、
必
ず
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
意
向
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。意
見
に
沿
わ
な
け
れ
ば
、
経
済

的
な
支
援
は
う
ち
き
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。そ
れ
で
も
、
神
学
的

決
断
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
の

か
、
で
き
な
い
の
か
。デ
リ
ケ
ー
ト

な
、
そ
し
て
永
遠
の
問
題
で
も
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。一
体
、
土
着

の
教
会
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
の
間
の
正

し
い
か
か
わ
り
は
何
か
、
決
断
に
至
る

対
話
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
さ
れ

る
の
か
、財
力
、人
材
は
い
か
に
し
て
有

効
に
確
保
さ
れ
、用
い
ら
れ
る
の
か
、大

き
な
神
学
的
課
題
を
つ
き
つ
け
ら
れ

た
の
が
、１
９
６
３
年
で
し
た
し
、よ
き

ミ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持
っ
て

い
た
の
は
東
海
で
し
た
。

　
合
同
総
会
で
は
、
新
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
が
誕
生
し
、
議
長
は

旧
日
福
か
ら
、
副
議
長
は
東
海
か
ら

選
ば
れ
、
常
議
員
に
東
海
か
ら
も
人

材
が
入
り
ま
し
た
。東
海
は
一
部
の

地
理
的
な
再
編
成
が
お
こ
な
わ
れ

て
、
日
福
の
東
海
教
区
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。「
全
ル
ー
テ
ル
の
」
と
言

う
言
葉
を
失
っ
た
「
合
同
」
で
し
た

が
、そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
、結
果
は
生

ん
で
い
た
と
私
は
評
価
も
し
、
感
謝

も
し
て
お
り
ま
す
。　

年
婦
人
伝
道
師
と
な
っ
た
）
大
橋
孝

子
姉
ほ
か
元
気
充
溢
し
た
大
勢
の
青

年
諸
兄
姉
と
起
居
を
共
に
し
た
の

は
、ま
さ
に
合
同
序
曲
と
し
て
圧
巻
。

　
翌
６
３
年
５
月
、
近
隣
の
「
救
世

軍
エ
バ
ン
ゼ
リ
ン
ホ
ー
ル
」
で
合
同

創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
開
催
準
備
に
礼
拝
委
員
と

し
て
加
わ
り
、
記
念
前
夜
礼
拝
で
の

説
教
者
Ｗ
・ 

ア
ン
ダ
ー
セ
ン
博
士

（
ド
イ
ツ
・
ノ
イ
エ
ン
デ
ッ
テ
ル
ソ
ー

神
学
校
長
）
の
通
訳
を
務
め
た
。
引

き
続
き
、
合
同
教
会
の
第
一
回
総
会

ま
で
の
「
運
営
委
員
会
」
の
元
で
、

機
関
紙
『
る
う
て
る
』
の
編
集
主
筆

に
指
名
さ
れ
、
新
た
な
「
教
区
制
」

で
発
足
し
た
東
教
区
の
書
記
に
選
ば

れ
た
。
た
だ
、
程
な
く
ス
イ
ス
の
Ｌ

Ｗ
Ｆ
本
部
か
ら
の
招
請
に
応
じ
て
、

翌
六
四
年
一
月
に
は
世
界
宣
教
部
門

ア
ジ
ア
担
当
主
事
と
し
て
出
向
す
る

こ
と
に
な
り
、
待
望
し
た
合
同
教
会

へ
の
参
画
が
僅
か
半
年
だ
っ
た
の
は

極
め
て
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
Ｌ
Ｗ

Ｆ
本
部
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
世
界
宣

教
部
協
力
幹
事
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア

の
首
都
に
巨
大
な
放
送
局
『
ラ
ジ
オ

伝
道 

�
福
音
の
声
�(RVO

G)

』
を

創
設
し
た
ば
か
り
の
ア
ス
ケ
先
生
と

再
会
、
同
僚
の
誼
に
又
も
与
っ
た
の

に
は
驚
い
た
。
先
述
ど
お
り
、
１
９

５
１
年
、
中
国
よ
り
神
戸
へ
転
進
し

た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
宣
教
師
団
で
ホ
ー
ア

ス
師
と
共
に
そ
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
な

り
、
近
畿
福
音
、
西
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
兩
教
会
形
成
に
寄
与
さ
れ
た
方
。  

四
年
半
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
出
向
を
終
え

る
直
前
、
先
生
の
計
ら
い
で
ノ
ル

ウ
ェ
ー
に
引
退
帰
郷
さ
れ
て
い
た

ホ
ー
ア
ス
先
生
ご
夫
妻
に
も
懐
か
し

く
面
談
す
る
機
会
を
得
た
。

　
日
本
福
音
と
の
合
同
断
念
の
主
な

理
由
と
し
て
、聖
書
観
と
神
学
教
育
、

そ
れ
に
他
宗
教
的
生
活
慣
習
と
の
対

決
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
な
が

ら
も
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

伝
道
に
参
画
し
て
、
当
初
賀
川
豊
彦

先
生
の
助
言
を
ふ
ま
え
た
り
、Ｊ
・

Ｍ
・
Ｔ
・
ウ
イ
ン
テ
ル
博
士
を
教
授

に
迎
え
る
な
ど
、
た
だ
一
途
に
福
音

宣
教
へ
情
熱
を
傾
倒
し
た
神
戸
一
帯

で
の
日
々
を
偲
ぶ
お
姿
に
は
強
く
心

を
打
た
れ
た
。
同
調
す
る
ア
ス
ケ
先

生
だ
っ
た
が
、
１
９
７
４
年
、
東
京

に
「
Ｌ
Ｗ
Ｆ
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
伝
道

研
究
所
」
を
開
設
し
、
引
き
続
き
宣

教
活
動
を
支
援
し
た
方
々
で
あ
っ
た

こ
と
も
有
り
難
く
記
憶
に
留
め
て
い

る
。

　 

「
神
の
救
済
史
に
『
も
し
も
』
は

な
い
」
ば
か
り
で
な
く
、「
わ
た
し

た
ち
の
目
に
は
不
思
議
に
見
え
る
」

数
々
の
出
来
事
に
取
り
囲
ま
れ
て
、

つ
い
唱
和
す
る
、「
主
の
御
業
は
い

か
に
大
き
く
、
御
計
ら
い
は
い
か
に

深
い
で
し
ょ
う
」（
詩
編
１
１
８
編

23
節
　
92
編
６
節
）。

創立総会　会場・救世軍エバンゼリン・ホール ( 市ヶ谷 )

合同前の旧日本福音ルーテル教会としての最後の総会　1963 年 5月 2日　救世軍エバンゼリン・ホール ( 市ヶ谷 )

よ
し
ろ
う



(5) (4)

１
年
２
１
０
２

　

月
18

歴
『
行
発
日

牧
田
青
の
）
号
４
第
（』
る
語
は
史

』
部
道
伝
本
日
）
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
会
教
ル
テ

本
基
を
係
関
力
協
の
と
）
会
教
ル
テ

し
始
開
を
道
伝
な
的
力
精
に
線
沿

た

10

・

10

月
４
年
１
６
８
１
が
の
た
し
任
赴

の
て
し
と
師
牧
て
し
く
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